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16言
葉
こ
そ
︑
推
測
統
計
学
を
遥
か
に
超
え
る
知
能
な
の
だ 

と
感
嘆
し
︑
そ
の
ま
ま
推
測
統
計
学
に
関
す
る
学
習
を
放
棄

し
た
記
憶
が
あ
る
︒
単
に
怠
け
者
の
自
己
弁
護
の
よ
う
な
も

の
だ
が
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
違
い
︑
わ
ず
か
な
デ
ー
タ
か
ら

す
べ
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
見
通
せ
て
し
ま
う
﹁
天
才
﹂
の
解

析
力
や
予
測
力
に
は
︑ ﹁
生
成
Ａ
Ｉ
﹂
が
及
ぶ
べ
く
も
な
い
推

理
力
が
あ
る
よ
う
だ
︒

　
今
に
至
る
ま
で
︑
こ
の
思
い
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
︒
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
恋
愛
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
予
測
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
が
︑
二
〇
歳
の
若

者
が
そ
の
す
べ
て
を
理
解
し
て
し
ま
う
こ
と
は
可
能
な
の
で

あ
る
︒ 

Ａ
Ｉ
が
持
て
囃
さ
れ
て
も
︑﹁
う
ー
ん
﹂
と
積
極
的
な

言
葉
が
出
て
こ
な
い
の
は
︑
生
来
の
怠
け
者
の
さ
さ
や
か
な

抗
弁
な
の
か
も
知
れ
な
い
︒

　
一
〇
月
二
日
は
来
年
の
新
入
社
員
の
内
定
式
だ
っ
た
︒
懇

親
会
に
出
席
し
た
ら
︑
ほ
と
ん
ど
の
内
定
者
は
︑
学
生
時
代

が
コ
ロ
ナ
禍
に
重
な
っ
て
︑
飲
み
会
の
経
験
が
少
な
い
と
い

う
︒
経
営
者
と
し
て
は
︑
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
か
な
あ
︙
︙

と
︑
口
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
︒

Statistics

︶
に
興
味
が
あ
っ
た
︒
要
は
﹁
実
験
や
観
察
︑
調

査
な
ど
の
統
計
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
︑
母
集
団
に
つ
い
て
確

率
的
に
推
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
問
﹂
で
あ
る
︒
恐

ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
デ
ー
タ
を
処
理
す
る

こ
と
で
︑
膨
大
な
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
推
測
が
精
度
を
増
す
︒

最
近
は
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
ら
﹁
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
も
と
に
学
習
し
︑
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
成
す
る
﹂
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
が
流
布
し
て
い
る
︒
そ

の
昔
︑
中
途
半
端
な
学
習
の
み
で
終
わ
っ
た
私
な
の
だ
が
︑

流
行
語
に
な
っ
て
い
る
﹁
生
成
Ａ
Ｉ
﹂
に
つ
い
て
︑
素
直
に

そ
の
未
来
を
楽
観
す
る
こ
と
は
な
い
︒

　
学
問
と
は
縁
遠
い
生
活
を
続
け
て
い
た
の
で
︑
ア
ル
バ
イ

ト
︑
バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
︑
乱
読
︙
︙
等
々
︑
有
り
余
る
時

間
を
ひ
た
す
ら
浪
費
し
て
い
た
頃
︑
二
〇
歳
に
し
て
恋
愛
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
す
べ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
一
八
歳

で
﹃
肉
体
の
悪
魔
﹄
を
︑
二
〇
歳
に
し
て
﹃
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の

舞
踏
会
﹄
を
執
筆
し
︑
夭
折
し
た
レ
ー
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
の

小
説
を
読
み
耽
っ
た
︒ ﹁
二
〇
歳
に
し
て
︑
す
べ
て
の
恋
愛
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
﹂
と
い
う
ラ
デ
ィ
ゲ
の

　
五
〇
年
以
上
も
経
っ
て
し
ま
っ
た
︒
私
に
と
っ
て
は
大
昔

の
話
に
な
る
の
だ
が
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
技
術
開
発
︑
そ
の

導
入
競
争
が
未
来
を
決
め
る
︑
そ
ん
な
こ
と
が
言
わ
れ
始
め

た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
︒

　
そ
う
し
た
競
争
の
末
端
で
︑
さ
さ
や
か
な
飲
み
代
稼
ぎ
の

た
め
に
︑
授
業
を
欠
席
し
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
精
を
出
し
て
い
た
の
だ
が
︑
自
ら
の
籍
が
あ
る
大
学

で
は
な
く
︑
友
人
が
学
ん
で
い
る
大
学
の
統
計
学
の
授
業
に

通
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
︒
授
業
を
も
っ
て
い
た
教
授
の
明

晰
な
著
書
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
︒

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
が
加
速
し
︑
将
来
は
人
工
知
能
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
こ
と
で
︑
人
間
が
行
な
っ
て
い

る
仕
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
肩
代
わ
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

そ
の
変
化
は
︑
作
業
者
レ
ベ
ル
か
ら
知
的
労
働
の
レ
ベ
ル
に

ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
︒
人
間
の
仕
事
が
人
工
知
能
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
る
時
代
が
︑
近
い
将
来
︑
訪
れ
る
と
い
う
話
で

あ
っ
た
︒

　
ア
ル
バ
イ
ト
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
心
が
あ
っ
た
私

は
推
測
統
計
学
︑
あ
る
い
は
推
計
統
計
学
︵Inferential 

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

代
表
取
締
役
会
長
　

鈴
木
幸
一

Ａ
Ｉ
は
向
こ
う
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IT業界における常態的な人材不足。
どの企業・組織もこの厳しい現状を認識してはいるものの

いざ具体的な対策となると、足取りは重い。

I IJでは、自社における人材育成に加え、
今回紹介する「I IJアカデミー」など社外的なサポートを展開し、

リソース不足解消に向けた動きに注力している。

――

講
師
と
受
講
生
は
〝
一
対
一
〞
で
す
か
？

久
島

特集イラスト／山内 庸資

I IJアカデミーと
IT人材育成

――

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行

な
っ
た
の
で
す
か
？

久
島

…
…

第
一
期
を
終
え
て

――

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
第
一
期
が
七
月
末

で
終
わ
り
ま
し
た
。
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
第
一
期
の
感

想
は
？

久
島

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ア
カ
デ
ミ
ー

〜
現
役
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
求
め
ら
れ
る
実
践
的
な
学
び
の
場

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ア
カ
デ
ミ
ー
統
括
責
任
者

久
島
広
幸

今
年
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
創
業
30
周
年
を
記
念
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、

実
践
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
は
同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
統
括
責
任
者
を
務
め
る
久
島
広
幸
に
そ
の
内
容
と
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

資

45



…
…

…
…

第
二
期
以
降
の
展
望

――

第
二
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
は
？

久
島

――

今
後
の
展
望
は
？

久
島

久
島

設
立
背
景
・
理
念

――

ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
し
た
背
景
、
も
し
く

は
理
念
は
？

――

受
講
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
？

久
島

――

受
講
者
の
知
識
や
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
は
？

久
島

I IJアカデミー 統括責任者
久島 広幸（ひさしま ひろゆき）

I IJアカデミー第一期受講生の年齢分布

I IJアカデミー第一期受講生の業種

情報通信
12人

製造業
2人

建設業
1人

サービス業
1人

複合サービス業
1人

自由業
1人

25～29歳
7人

20～24歳
2人

30～34歳
4人

35～39歳
1人

54～59歳
1人

45～49歳
3人

（業種分類は、総務省の日本標準産業分類を使用）
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I IJ Academy第二期  カリキュラム紹介

──カリキュラムの概要は？
金田 クラウドを作るためのネットワークの設計・構築を体
験してもらいます。「クラウドコンピューティング」は、2010
年頃から認知され始めましたが、05年頃からコンピュータ
の価格が安くなり、コモディティ化していました。そこで安
くなったコンピュータを大量にデータセンターに投入する
「ウェアハウス（倉庫）」モデルが登場し、07年頃からPC
の仮想化技術の発展により、クラウド型データセンターの
時代が始まりました。大量のPCをデータセンターに投入
し、これらを論理的に分割して利用するようになりました。
物理コンピュータを仮想化で分割し、仮想サーバとして提
供する形態です。当時のネットワークはVLANを使うこと
で論理的に分割できました。ストレージはもともと論理ボ
リュームという概念があって、論理的に分割されています。
ユーザのリクエストに応じて論理的に分割されたリソース

を自由自在に組み合わせ可能にするのが、クラウドの基本
的な構成・原理です。さらに、ユーザがオンラインで契約
して、面倒な書面を交わしたりせずに、好きなシステム構
成が作れるというのが、NISTが定義する「クラウド」です。
論理分割したリソースをつないでシステムを作るには、ネ
ットワークが“糊" のような存在として不可欠で、リソー
ス間を接続するためのネットワークを「データセンターネ
ットワーク」と呼んでいます。本カリキュラムではこのネッ
トワークの設計と構築を学んでもらいます。

──クラウドというとAWS（Amazon Web Services）やGCP
（Google Cloud Platform）などが思い浮かびますが、あの
ようなネットワークを設計・構築するのですか？　習得す
ると、どのように応用できますか？
金田　そういったクラウドの基礎中の基礎を学んでもらい

クラウド基盤のためのデータセンターネットワークの設計と構築
I IJ テクノロジーユニット先行開発室室長　金田克己

動的経路制御を用いたネットワークの設計と構築
I IJ 基盤エンジニアリング本部運用技術部長　岩崎敏雄

ます。ユーザとしてクラウドを使う際、パフォーマンスが
出ないとか、トラブルシュートなどの対処が必要になりま
す。そういう時、利用中のクラウドがどういうふうに構成
されているのか想像がつくと、対処もしやすくなります。
プログラミングだけしているより、プログラムを動かすプ
ラットフォーム（OSやハードウェア）を知っているほうが
融通が利くのと同じです。

──外資系クラウド事業者が大きなシェアを占めるなか、
一般のエンジニアがそうした技術を習得する意義は？
金田　コンピュータや ITの歴史を振り返ると、大きなシェ
アを誇り、市場を席巻していた事業者が、突然ある時、製
品体系やサービスを自社の都合に合わせて変更して、ユー
ザが困惑するということがたびたび起りました。クラウド
も同様です。「あそこのクラウドはもう使いたくない」とな
った時、それに代わる選択肢を持っていますか？　という
話です。当面は外資系クラウドサービスを利用すればいい
かもしれませんが、10年経ってみたらクラウドの技術が日
本から失われていた……それはあんまりですよね。技術は

維持・継承しないといけないし、極力、最新のものを取り
入れていく必要がありますが、そもそも基礎知識がないと、
どこから始めていいのかわからない。それなら I IJアカデミ
ーでひと通りの基礎を学んでもらおうと考えました。

──カリキュラムの概要は？
岩崎　基本的なネットワークの経路制御について、簡単な
ところから始めて、徐々にむずかしくしていき、最終的に
は ISPでどんな動的経路制御をやっているかを学んでもら
う、そんな構成を考えています。

── ITエンジニアでもなかなか馴染みのない動的経路制
御ですが、具体的にどういうところで使われているのです
か？
岩崎 普通の家庭だとインターネットの出口は一つ、ネッ
トワークセグメントも一つなので、経路制御は使われてい

ません。一方、大きな企業などでは部署やフロアごとにセ
グメントが切られている複雑なネットワークになっていま
す。そうしたケースでスタティックなルーティングだと、
障害や設定変更が加わった時など運用が大変になります
が、動的経路制御を加えることで構成変更や障害にも強
くなります。また、本社と支社、営業所や店舗など、多数
の拠点をつなぐ際、専用線だとコストが高くなるので、安
価に調達できるフレッツのような回線を使ってそのうえに
VPNを張るケースが出てきます。そうしたネットワーク
で、特に拠点数が多いと、もちろんスタティックルーティ
ングでもできますが、フレッツに障害が発生してバックア

ップ回線に切り替える場合など、動的経路制御は欠かせ
ません。

──インターネットも動的経路制御によって成り立ってい
ますよね？  
岩崎 I IJは ISPで、AS（自律ネットワーク）を管理してい
ます。インターネットはこの自律ネットワークの集合体で、
ASがそれぞれ管理・制御しているネットワークを相互接
続することで通信を実現しています。この際、AS間をシ
ングルポイントでつなぐことは稀で、いろんなところでネ
ットワークが冗長化され、複数拠点で制御・接続したうえ
で、相互接続しています。こうした構成を実現するために、
インターネット上では経路制御プロトコルとしてBGP4+
が標準的に使われています。BGP（Border Gateway 
Protocol）を使わないとインターネットを形成できません。

──本カリキュラムでは最終的に ISPが行なっている経路
制御まで実習するということですが、一般のエンジニアが
そこまで専門的な経路制御を実際に行なうケースは稀です
よね？
岩崎　例えば、情シス部門にネットワークに詳しい人が
いないと、外部ベンダに自社のネットワークを構築しても
らう際に、知識がないため、相手の言いなりになってしま
う……といったことになりかねません。I IJアカデミーの第
1期の受講生から、「情シスが外部ベンダとやり取りしてい
ても、正しいのか間違っているのか見極められない」「障害
が発生した時、何も手が出せなくて困った」といった話を
聞きました。そうした問題を解決したいと思い、I IJアカデ
ミーを受講したという方もいらっしゃいました。よって、基
本的なネットワーク技術を学んでいただければ、さまざま
な場面で活用・応用が利くと思います。
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大
学
教
育
の
あ
り
方

学
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
人
材
不
足
の
実
態

人
材
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

システム人材の
確保・育成に向 けて

I IJ 取締役副社長

村林聡

「システム人材不足」は、今も昔も変わらない
日本企業共通の課題である。
本稿では、企業サイドに加え、
学校教育や採用にも目配せしながら、
どうすれば効率的に
人材を確保・育成できるようになるのか
考えてみたい。
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マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
強
化
へ
の

新
し
い
展
開

①自社カスタマイズしたタスク定義

社外比較・相関がわかるよう、IPA策定の iコンピテン
シーディクショナリのタスクディクショナリ＊をベース
として、自社に適したかたちにカスタマイズして利用。
I IJでは、カスタマイズしたタスクには、基本的に新規
の追加は行なわず、削除だけを行なっている。項目を
追加すると外部指標で評価できなくなるが、削除なら
（読み替えるなどして）工夫すれば外部指標で評価できる
ことがその理由。

＊タスクディクショナリは IPAのサイトからフリーでダウンロード可能
  https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/plus-it-ui/history/icd.html

②複数部門に存在する同一の職種における　
タスクは“AND"をとって策定

A部門およびB部門のPMという職種に求められるタス
クのなかから“AND"（共通要素）をとって策定。これ
により、現場社員にとっては業務上、関係のないタスク
が含まれることになるが、A部門およびB部門のマネジ
ャーは、組織横断の視点からPMとしてAさん、Bさん
を評価可能になり、タスクごとに設定したスキルレベル
をもとに自部門、対象部門全体でメンバーをマネージ
メントできる。

スキルマップ（人材モデル）策定において、

マネジメント強化の観点から行なった工夫

現
場
部
門
の
人
材
育
成

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
人
材
育
成

現
場
部
門
に
よ
る
人
材
育
成
の
取
り
組
み

Ｉ
Ｉ
Ｊ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
第
一
本
部

本
部
長

中
嘉
一
郎

各
企
業
の
Ｉ
Ｔ
人
材
が
潤
沢
と
は
言
い
難
い
現
状
、
基
盤
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
領
域
で
は
、

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
が
不
足
分
を
支
え
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
は
こ
れ
ま
で
約
30
年
間
、
革
新
性
や
効
率
性
を
追
求
し
た
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
事
業
を
支
え
る
社
員
の
育
成
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

自部門のメンバー分布（個人単位） 対象部門全体のメンバー分布自部門のメンバー分布（個 対象部門全体のメンバー

60歳

100点

マネジャー

50点

18歳 60歳

100点

50点

18歳

全体と比較した自部門や
個々のメンバの状態を把握

縦軸＝スキルレベル
横軸＝年齢

縦軸＝スキルレベル
横軸＝年齢

若手の優秀層 若手の優秀層
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デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
な

人
材
育
成
へ

▶詳細はこちらをご覧ください。https://edu.bizrisk.iij.jp/

DPOへの最短ルートを提供する  一般社団法人日本DPO協会認定トレーニング

IT分野の人材不足が深刻化するなか、
I IJでは IT人材育成プログラムを提供している。
ここではその一例を紹介する。

I IJが提供する
IT人材育成プログラム

セキュリティ人材育成を支援する教育プログラム　

I IJセキュリティ教習所 I IJ SOCで実際に対応したインシデントをもとに構築した疑似イ
ンシデントへの対応を通して、インシデントハンドリングに要求さ
れる知識やスキルを習得できます。

〈習得知識／スキル〉
・最新セキュリティ動向
・インシデントハンドリングの流れと実践（ログ解析／切り分け作業）

インシデントハンドリング実践コース

最新の攻撃手法を踏まえた演習を通して、現場ですぐに活用でき
る実践的な検知・防御に関する知識を習得できます。

〈習得知識／スキル〉
・最新インシデント事例
・高度標的型攻撃に関する知識
・攻撃に関する対策方法

攻撃技術理解・防御APT対策基礎コース

ラボ環境上でサーバの操作・演習を行ない、組織に求められるセ
キュリティ対策の考え方や技術の習得を目指します。

〈習得知識／スキル〉
・Windows /Linuxサーバにおける設定（セキュアなサーバ設定・
インシデント発生時に必要となる情報収集法）

セキュリティ対策基礎実践コース

SNSを用いた新たなデジタル環境の仕組み

・他社の強みに関心を持ち
コンタクトする

・賞賛と共感を送る

共通点や特徴を
探す

世の中のニュースや
最新トピックを

キャッチアップできる

業務課題を
解決する

スキルの棚卸し
と共有
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最適な人材配置と育成を実現するソリューション

ソリューションの概要と利用者の声

●すでにDX推進部門を組成して活動しているケースの人
材配置・育成の最適化

●事業部や本部でこれからDXを推進していく際の人材
選定

●どういったスキル・特性が、役割に対して影響をおよぼ
すか？

●判断するために最適なスキル・特性の組み合わせは？
●それぞれのスキル・特性が、役割に対してどの程度、影
響をおよぼすか？

●大手ハウスメーカー：DXに取り組むプロジェクトで最
適配置や育成計画を検討するにあたって有益だった。

●エネルギー企業：新たに立ち上げたDXにおいて、推進
する人材選定に加え、変化を受け入れる組織を視野に入
れた計画作りに役立った。

●大手ゼネコン：人材の特性や幅が定量的に可視化され、
育成計画の立案や成長・変化を時間経過のなかで連続
的に捉えることができた。

DXの実現に際して、人材育成と適正配置が重要であることは言うまでもない。
しかし、当該部署のマネージャーは、こうした判断を“感覚" に頼っていた。
ここでは、そうした因習に変革をもたらす「I IJ DX人材アセスメントソリューション」を紹介する。

I IJ DX人材アセスメント
ソリューション
DXに取り組む人材配置から育成計画までを
後押しするソリューション

I IJプロフェッショナルサービス第一本部コンサルティング部副部長

中津智史

Digitalectionレポートイメージ

ITテスト（全21問）
デジタル技術の基礎知識

DX推進の各段階で、適切な打ち手を実行
適材適所の人材配置、研修の実施、外部の人材活用など

DXテスト（全19問）
組織の変革に関わるマインドや特性

Digitalectionエンジン
I IJがDXコンサルティングの知見をもとに開発したAIエンジン

Digitalectionレポート
アセスメントレポートにより分析、可視化

I IJ DX人材アセスメントソリューションは、従業員の
DX適性を「ITテスト」と「DXテスト」によって診断
します。テスト結果はAIを用いたDigitalectionエン
ジンによって解析し、企業内の人材分布や適性人材
を可視化。次の一手を明らかにします。

サービス概要

約20分のWEBテストで、
DXの適性人材とノビシロを可視化

数値はエベレット・ロジャーズ氏が提唱したイノベーター理論における一般分布率

企業のDXの推進では、ビジネスに対
する深い理解とデジタルに関する高
度な知識が求められます。特にDXの
戦略・企画フェーズにおいては、適し
た人材を選定・配置することが不可欠
です。不適切な人材を配置した企業
では、DXの進捗に遅れが出るばかり
か、事業部門との関係が悪化し、人材
の離脱にまで発展することがあります。

DXのフェーズ・役割に応じた
適性配置の見極めが重要

好奇心・積極性 好奇心・流行性 中立的・流行性 中立的・追従性 消極的・保守性

2.5％ 13.5％ 34％ 34％ 16％

イノベーター
アーリー
アダプター

アーリー
マジョリティ

レイト
マジョリティ ラガード

DX推進リーダーの
適性あり

DXの定着・改善に
適性ありDXの実行・展開に適性あり

変革を好み、
生み出すマインド

大胆な創造力

変革への
オープンマインド

他者への影響力

変革を受け入れるマインド

改善アイデアを
考える力

リスクを見抜く力

組織の安定性を
保つマインド

正確な業務遂行力

組織俯瞰編

個人一覧

個人別
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　日本はデジタル技術を最大限活用して、社会システム全

体の自動化を進める必要がある。しかし、ここでいう自動

化とは高齢者が機械に囲まれて介護を受けるといった無機

質な世界ではない。むしろケアする現役世代が余分な事務

仕事に割く時間を極力減らし、高齢者のデータを簡単に手

元に取り寄せてケアプランを考える、気になる点があれば

すぐに関係者と共有できるといった、特段の作業をしなく

ても勝手に、つまり自動的にデータ連携が実現している世

界。そこから捻出された時間は高齢者一人ひとりに対する

ケアに充てることができる。

I I Jが提供している「電子＠連絡帳サービス」はそうした

世界を実現する手段の一つだ。切れ目のない医療介護支援

の実現には、現場で活躍する医師・訪問看護師・ケアマネ

ージャー、介護スタッフ、作業療法士などの連携が不可欠

だが、これまでは電話やファックス、患者宅に置かれた大

学ノートによる情報共有が主流だった。そこで、関係者が

普段から使っているパソコンやスマートフォンで SaaS型の

システムにアクセスし、患者ごとの状況や気づきなど、共

有すべき情報を書き込む。システムは SNS型のコミュニケ

ーションの体裁をとっているので、関係者は各々の空き時

間に書き込むことで、相手の都合を気にすることなく自分

のペースで専門職に連絡でき、情報共有を迅速に、かつ記

録に残る形で実施できるようになっている。

　今後も急速な人口減少が進むなか、「電子＠連絡帳サー

ビス」のようなデータ連携の仕組みを通じた社会の自動化

が進むことが期待される。

高齢化先進国は課題解決先進国を目指せ

　さて、2100年のニッポン。人口減少とともに興味深いの

が、65歳以上の高齢化率だ。日本の高齢化率は前述の将

来人口推計によれば、2050年から2100年までのあいだ、

おおむね40%で安定的に推移する。これにより、今後、日

本の人口ピラミッド（年齢階層別の人口構造）は高齢者に

偏っている現状から全世代均等型に転換していくと見込ま

れる。

ところが、他国と比較してみると日本の高齢化率は2050

年に中国に抜かれる可能性がある。韓国やシンガポールで

2100年のニッポン
世界に先駆けて（65歳以上の割合が人口の 21％を超えた）「超高齢社会」を迎えた日本。

一見、ネガティブに捉えられがちなこの状況も、

今後、追随してくることが予想される他国の高齢化を加味すると、

日本は「課題解決先進国」になり得るポテンシャルを備えているとも考えられる。

人口減少期こそ、デジタル技術の出番

　今回は少し先のお話。日本の人口は 2008年に 1億 2千

808万人でピークを打ったあと、急速な人口減少が続いて

おり、77年後の 2100年には 6千277万人まで減少する＊1。

これはピーク時の約半分で、2100年のニッポンの人口は

大正時代末期（1920年代）とほぼ同じ水準になる。

　人口減少は経済にも大きな影響を与える。2020年の日

本の名目GDP（539.1兆円）に占める家計消費（280.5兆

円）の比率は 52.0%＊2。日本の人口がピーク時の約半分ま

で減少すれば、家計消費も大幅に減少し、国力も低下する

可能性が高い。

　懸念される大幅な人口減少は、慢性的な労働力不足とい

う問題と裏腹の関係にある。そこでデジタル技術の出番だ。

も急速に高齢化が進行している。高齢化率が 7%から14%

になるのに要した時間は日本が24年であったのに対し、シ

ンガポール（17年）や韓国（18年）のほうが大幅に短くな

っている。つまり、日本だけが高齢大国になるわけではな

い。日本は「高齢化先進国」であって、アジアの他国と比

べて約20年早く高齢化が進んでいるに過ぎないのだ。

8月15日、ワシントンポスト紙はビナ・ヴェンカタラマン

氏のコラム「日本は高齢化について世界に教えることがあ

る」＊3を掲載した。ここでは、米国のルーラル地域はもとよ

り、韓国、欧州、中国でも高齢化と人口減少が進んでいる

点に触れつつ、日本の（高齢化問題に対する）創造的な取

り組みは、高齢者が若年層の生活様式に合わせたり、社会

から無視されたりするのではなく、高齢者が今いる場所で、

尊厳ある人間として取り扱われている点が共通していると

して、具体例を紹介している。

　まさに日本は高齢化について世界に教えることがある。

日本が「高齢化先進国」である今後20年のあいだに、デジ

タル技術を使ったデータ連携型の社会システムの自動化を

進め、そうしたソリューション群をアジアや欧州でも展開

していく必要がある。「高齢化先進国」は「課題解決先進

国」でなければならない。

＊1 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和 5年推計）」（2023年 4月）

＊2 消費者庁「令和 3年版消費者白書」（2021年 6月）

＊3 Bina Venkataraman “Japan can teach the world a better way to age” 
 Washington Post (August 15, 2023)

第3 回

イラスト／Stomachache.

I I J 取締役副社長

谷脇康彦
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昔から「性格診断」なるものが行なわれているが、

そもそも「人格」とは、どのように形成されるのか？

また、そこから導き出される行動のパターンには

ある種の法則性が存在するのか？
気質診断テスト

IIJ 非常勤顧問 浅羽 登志也

人と空気とインターネット

ル
ー
ト
の
同
期
か
ら
「
面
白
い
話
が
あ
る
の
で
参
加
せ
え
へ
ん

か
？
」
と
誘
わ
れ
て
、
我
々
よ
り
少
し
年
上
で
、
今
は
企
業
向
け

人
材
紹
介
・
人
材
育
成
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
が
け
て
い
る
先
輩
の
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
自
分
が
な
ぜ
変
人
な
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
先
輩
が
開
発
し
た
教
材
は
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ク
ロ

ニ
ン
ジ
ャ
ー
博
士
が
考
案
し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
理
論
を
ベ
ー
ス

に
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
骨
子
は
、「
人
格
」
と
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
「
気
質
」
と
、
後
天
的
に
獲
得
す

る
「
性
格
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
も
の
で
す
。「
気
質
」
は

先
天
的
で
、
あ
と
か
ら
は
ほ
ぼ
変
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
後
天
的
に

調
整
す
る
の
が
「
性
格
」
だ
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
「
気
質
」
は
、

「
ド
ー
パ
ミ
ン
」「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」「
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
と
い
っ

た
脳
内
伝
達
物
質
が
引
き
起
こ
す
「
情
動
」
に
左
右
さ
れ
、
ド
ー

パ
ミ
ン
は
新
奇
性
追
求
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
損
害
回
避
、
ノ
ル
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
は
報
酬
依
存
の
傾
向
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
お
り
、
こ
の

三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
人
の
情
動
の
タ
イ
プ
が

分
類
で
き
る
の
だ
と
か…

…

。
さ
ら
に
、
そ
の
情
動
の
タ
イ
プ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
脳
内
伝
達
物
質
の
受
容
体
の
数
に
よ
り
遺
伝
的
に
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
あ
と
か
ら
は
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
理
論
を
も
と
に
気
質
を
テ
ス
ト
で
測
定
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
に
お
い
て
特
定
の
気
質
を
持
っ
た
人
材
の
分
布
を
調

査
し
て
、
人
事
戦
略
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
新
奇
性
追
求
の
ド
ー
パ
ミ
ン
や
、
損
害
回

避
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
た
く
さ
ん
出
る
タ
イ
プ
は
、
新
し
い
ヘ
ン
な

も
の
に
直
面
し
て
も
リ
ス
ク
を
顧
み
ず
、
楽
観
的
に
飛
び
つ
き
や

す
い
た
め
、
そ
う
し
た
行
動
パ
タ
ー
ン
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
り
や
す
く
、
新
規
事
業
開
発
に
向
い
て
い
る
、
と
い
っ
た
具

合
で
す
。
報
酬
依
存
の
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
ド
バ
ド
バ
と
出
る

人
は
、
起
業
家
な
ど
に
向
い
て
い
る
の
で
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク

な
ん
か
は
間
違
い
な
く
こ
の
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
多
く
の
日
本
企
業
で
測
定
し
た
結
果
を

総
合
す
る
と
、
日
本
企
業
に
は
慎
重
か
つ
生
真
面
目
で
完
全
主
義

的
な
気
質
の
人
の
割
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
で
す
。
言
い
換
え

る
と
、
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
の
数
が
少
な
い
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
人
を
同
じ
よ
う
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

情
熱
家
や
冒
険
家
、
理
想
家
的
な
気
質
の
人
の
割
合
が
多
く
、
こ

れ
は
、
ド
ー
パ
ミ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
受
容
体
の
多
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
日
本
人
は
ア
メ
リ

カ
人
と
は
異
な
り
、
気
質
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
向
い
て
い

な
い
の
で
す
。
だ
と
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
流
行
っ
て
い
る
も
の

を
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
も
、
す
ん
な
り
と
は
い

か
な
い
わ
け
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ
の
時

期
に
た
く
さ
ん
の
妨
害
に
遭
っ
て
苦
労
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
気

質
の
違
い
が
一
因
と
し
て
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
、

流
行
り
の
Ｄ
Ｘ
も
然
り
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、
本
連
載
で
も
紹
介
し
た
「
コ
ッ
タ
ー
の
変
革
の
８
段

階
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

１
段
階
目
の
「
危
機
感
を
生
み
出
す
」
は
い
い
と
し
て
も
、
２
段

階
目
の
「
変
革
主
導
チ
ー
ム
を
築
く
」
は
相
当
な
注
意
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に
、
社
内
少
数
派
の
変
革
に
向
い

た
「
ヘ
ン
な
奴
」
を
い
か
に
し
て
起
用
す
る
か
、
そ
れ
と
同
時
に
、

周
り
に
い
る
慎
重
で
生
真
面
目
な
「
普
通
の
人
た
ち
」
に
よ
る
妨

害
を
ど
う
阻
止
す
る
か――

こ
の
二
点
が
、
日
本
企
業
が
真
の
変

革
を
成
し
遂
げ
る
う
え
で
重
要
な
鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
思
っ
て
こ
の
話
を
内
定
者
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
れ
以
降
、
内
定
式
に
は
呼
ば
れ
な
く

な
り
ま
し
た（
笑
）。
会
社
が
大
き
く
な
る
と
、
仕
方
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
、

原
稿
が
ち
っ
と
も
書
け
な
い
か
ら
で
す
！　

以
前
な
ら
こ
う
い
う

時
は
「
米
作
り
」
の
こ
と
を
書
い
た
り
し
て
、
お
茶
を
濁
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
飽
き
て
き
た
と
い
う
か
、
そ
も
そ
も
米
作

り
に
飽
き
て
き
て
い
る
自
分
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
な
の
で
す
。

結
局
、
何
か
を
や
り
続
け
、
極
め
る
タ
イ
プ
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
は
昨
年
十
二
月
に
三
〇
周
年
を
迎
え
、
そ
の
後
立
ち
上

が
っ
た
業
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
三
〇
周
年
の
記
念
行
事
が
あ
る

の
で
す
が
、
基
本
的
に
そ
う
い
う
も
の
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
出
席

し
ま
せ
ん
。
本
当
に
困
っ
た
性
格
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

Ｉ
Ｉ
Ｊ
が
で
き
て
か
ら
五
年
く
ら
い
経
ち
、
新
卒
社
員
を
採
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、「
性
格
診
断
テ
ス
ト
」
を
受
け
さ
せ
て
い

る
と
い
う
の
で
、
試
し
に
三
膳
さ
ん
と
一
緒
に
受
け
て
み
た
ら
、

か
な
り
酷
い
結
果
が
出
て
、
当
時
の
人
事
部
長
か
ら
「
あ
ん
た
た

ち
、
今
な
ら
不
採
用
だ
わ
」
と
冷
た
く
言
い
放
た
れ
ま
し
た
。
で

も
、
そ
れ
を
か
え
っ
て
嬉
し
く
感
じ
た
筆
者
は
、
お
そ
ら
く
変
人

な
の
で
し
ょ
う（
笑
）。
誰
か
が
決
め
た
何
ら
か
の
規
格
に
自
分

が
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
上
な
く
誇
ら
し
く
感

じ
ら
れ
た
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
生
き
づ
ら
い
こ
と
も
多
く
、

だ
か
ら
頻
繁
に
居
場
所
を
変
え
た
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

気
質
テ
ス
ト
か
ら
見
た
日
本
企
業

　

今
年
に
な
っ
て
、
筆
者
が
最
初
に
勤
め
た
会
社
で
あ
る
リ
ク

飽
き
っ
ぽ
い
性
格

　

自
分
は
本
当
に
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
で
、
一
つ
の
こ
と
を
ず
っ
と

続
け
る
の
が
極
め
て
苦
手
な
ん
だ
な
、
と
最
近
し
み
じ
み
感
じ

て
い
ま
す
。
人
と
競
争
す
る
の
も
大
嫌
い
な
の
で
、
同
じ
こ
と
を

他
の
人
が
始
め
る
と
、
違
う
こ
と
を
し
た
く
な
り
ま
す
。
大
学

受
験
も
、
現
役
の
時
は
東
京
の
大
学
を
志
望
し
ま
し
た
が
、
見

事
不
合
格
だ
っ
た
た
め
、
同
じ
と
こ
ろ
を
再
受
験
し
て
も
つ
ま

ら
な
い
か
ら
と
、
関
西
の
大
学
に
志
望
変
更
し
ま
し
た
し
、
住

む
と
こ
ろ
も
子
供
の
頃
を
除
く
と
、
だ
い
た
い
二
〜
三
年
ご
と

に
引
っ
越
し
し
て
い
ま
す
。
今
、
住
ん
で
い
る
軽
井
沢
の
家
が
い

つ
の
間
に
か
一
〇
年
を
超
え
て
、
人
生
最
長
記
録
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
先
日
気
が
つ
い
て
、
か
な
り
驚
い
て
い
ま
す
。
歳
を
と
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

で
も
基
本
的
に
は
、
事
程
左

様
に
一
つ
の
場
所
で
同
じ
こ
と
を
じ
っ
と
繰
り
返
す
の
が
苦
手

な
性
格
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
筆
者
は
ロ
ジ
ッ
ク
よ
り
直
感
を
信
じ
て
動
く
人
間
で
、

例
え
ば
、
就
職
の
時
、
内
定
式
に
出
席
し
た
会
社
に
は
入
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
、
内
定
式
で
祝
辞
を
述
べ
た
カ
リ

ス
マ
経
営
者
と
、
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
内
定
者
た
ち
を
見
て
、

「
合
わ
な
い
」
と
感
じ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
以
上
の
説
明
は
で

き
な
い
の
で
す
が
、「
違
う
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
る
よ
う
に
帰
っ
て
、
翌
日
、

人
事
担
当
者
に
内
定
辞
退
の
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
振

り
返
る
と
、
多
分
そ
れ
が
正
解
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
会
社
の
立
ち
上
げ
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
ち
な
み
に
、
昔
は
よ
く
Ｉ

Ｉ
Ｊ
の
内
定
式
で
挨
拶
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
あ
る
時
、
良
か
れ

イラスト／末房志野 2021



「快適な」ネット環境の実現
　文部科学省が主導する「GIGAスクール構想」のもと、全国

の小中学校では高速・大容量の通信ネットワーク整備と児童

生徒に対する一人一台の端末提供が進んでいます。

　沖縄県石垣市の小中学校では、2014年にインターネット通

信環境をひと通り整備しましたが、その品質は悩み多きもので

した。障害をスムーズに特定できる仕組みがなく、風雨や塩害

など環境由来のトラブルもしばしば発生していました。しかし、

各学校に専用線を新たに敷くことは、地形や費用の点で現実的

ではありませんでした。

　そこで I IJは、フレッツ西日本回線を利用しつつ、比較的安

定性を確保できるIPoE方式を採用し、I IJのネットワークを介

してインターネットへ至る改善策を提案しました。I IJのネッ

トワーク上には、子どもたちの端末を危険から守れる仕組みを

設定できます。2021年度末、石垣市の小中学校のネットワー

クは更改を完了しました。

インターネットと作る未来

IIJが提供するサービス・ソリューションで、
地域社会の暮らしや未来を支える取り組みを紹介します。

沖縄県石垣市教育委員会では
IIJとともに小中学校のネットワークを、
子どもたちの学習に適したものへと更改しました。

ICTの活用と学びの進化
　ネットワークと端末があれば、子どもは知りたいことを知り

たいタイミングで、主体的に調べられます。膨大な情報を整理

して活用する能力も、実践的に身につけられます。情報格差が

生まれがちだった離島の子どもにとって、これは大きなメリッ

トです。さらに、他人の意見を取り入れながら自分の意見をア

ップデートしていく「互いに学び合う力」も、ICTツールの利用

を通じて伸ばせます。

　教師のなかには、教育現場にICTを本格的に導入することを

不安に思う声もありました。しかし、子どもたちが積極的に端

末を試して使いこなす姿や、ICT支援員による親身なサポート

が、徐々にその不安を払拭しました。今では、教師も子どもた

ちも自信をもってICTを活用し、さまざまな科目へと利用が広

がっています。

まとめ
　ネットワーク増強プロジェクトを担当した、石垣市教育委員

会の比嘉氏は「インターネットには、多くの先人の知恵や経験

が情報として詰まっています。自分自身の学びをより深めるた

め、学びのパートナーとしてどんどん活用してほしいです」と

語ります。子どもたちの学びのパートナーであるネットワーク

を、I IJは今後も支えていきます。

第3回

動画 インタビュー記事

もっと詳しく
動画・インタビュー記事では、沖縄県石垣市教育委員

会と真喜良（まきら）小学校のみなさんの取り組みを

紹介しています。

GIGAスクール構想
無限の可能性。石垣市の

石垣市真喜良小学校のICTを活用した授業風景
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タイ

ミャンマー ベトナムラオス

カンボジア

バンコク

マレーシア

シンガポール

インドネシア

イラスト／末房志野（P24,25）

　「本日は晴天なり、本日は晴天なり」。会議室やステー

ジに設置されたマイクの調子を確認するのに、こんな言

葉を使っているのをよく見かけます。実は、マイクのテス

トをする時は「本日は晴天なり」と言わなければならない

と法律で定められているのです……なんて言ったら驚か

れるでしょうか。

　オチをばらしてしまうと、まったく根拠がないわけでは

ありませんが、こじつけに近い屁理屈のような話です。

今回は「本日は晴天なり」の理由を追いかけてみましょう。

　最初に、この理屈を成立させるには、対象のマイクが

電波を使ったワイヤレスマイクである必要があります。

有線のマイクやカラオケボックスにあるような赤外線方

式のワイヤレスマイクではいけません。日本の電波法で

は、電波を使って音声などの音響信号を伝送する設備の

ことを「無線設備」と言い、人が無線設備を使用して送

信を行なうと、それは「無線局」となります（電波法第二

条）。従って、電波を使ったワイヤレスマイクは、法的に

は「無線局」となります。電波法令上は「ラジオマイク」

と呼ばれますが、ここでは一般的な用語として「ワイヤレ

スマイク」と呼びます。

　そして、無線局の運用には電波法と関連法令によって、

さまざまな指示がなされています。ここで注目するのは、

無線局運用規則第三十九条「試験電波の発射」です。こ

の条文では「無線局は、無線機器の試験又は調整のため

電波の発射を必要とするときは……」との書き出しに続い

て、「VVV」という符号を連続して送信するようにと記載さ

れています。「VVV」であって、「本日は晴天なり」とはど

こにも書かれていないじゃないかと思われるかもしれません

が、この「VVV」は電信で使われる「モールス符号」です。

　世界の無線通信は「トン・ツー」の電信から始まりまし

た。そのため法令上も電信を使うことが前提になってい

るのです。そして、音声を使った「無線電話」で通信す

る場合、同規則第十四条の定めにより、「VVV」を「本日

は晴天なり」と読み替えると定められています。

　これでようやく話がつながります。まず、無線を使っ

たワイヤレスマイクは、法的には「無線局」の一つである

ということ。無線局が試験電波を発射する時、音声を扱

う「無線電話」では「本日は晴天なり」を送信することが

定められていること。この二つによって、ワイヤレスマイ

クの調子を確認する時は「本日は晴天なり」が法に定め

られている、という理屈になるのです。

　この話を読んで「じゃあ、法律どおりにやってみよう」

と考えた方もいらっしゃるかもしれませんが、残念なが

らむずかしいようです。というのも、無線局運用規則第

三十九条では試験電波の発射の際に「本日は晴天なり」

だけでなく、「自局の呼出符号」の送信も必要であると定

められているからです。会社の会議室で使われる比較的

簡易なワイヤレスマイクなどは、無線局を特定する「呼

出符号」や「識別信号」が指定されておらず、これを送

信できないため、法令に書かれているとおりにはならな

いのです。

　ところで、そもそもどうして法律で「本日は晴天なり」

という言葉が採用されたのでしょうか？　これには諸説

あるようですが、欧米で音響機器のテストの際に使われ

ていた「It’s fine today.」という言葉を直訳したという説

をよく耳にします。この英文は短いですが、マイクなどが

扱いにくい破裂音や摩擦音が含まれ、さらに音の高低の

広がりがあるため、機器の調子を確認するには都合が良

い、と説明されています。もしそうだとすると、翻訳され

た日本語にはもとの英文にあったテストに適した音が含

まれていないので、言葉としてはふさわしくないのかもし

れません。

　何気なく使われている「本日は晴天なり」という言葉に

も、実はいろいろなトリビアが隠されているのです。

グローバル・トレンド

タイ生活あれこれ

村中翔
I IJ Global Solutions (Thailand) Co. Ltd.

堂前 清隆
I IJ テクノロジーユニット  シニアエンジニア

本日は晴天なり

インターネット・トリビア

2023年4月からタイに駐在しています。現地では、

おもに製造・小売などの在タイ日系企業に、ネットワー

ク、セキュリティ、クラウドを中心としたITサービス

を販売しています。本稿執筆時点で、タイでの生活も

5カ月が経ち、この国をだいぶ理解できるようになって

きました。今回はその一部をご紹介したいと思います。

通りと場所を表す「ソイ＋数字」

　タイでは小さな通りのことを「ソイ」と呼びます。バ

ンコクのソイには（東西南北に関係なく）王宮を中心に

番号が振られていて、番号が大きくなるほど王宮から

離れていきます。日本人が多く住むスクンビットエリア

のスクンビット通りからも、ソイが何本も伸びており、

通りを挟んで片側には奇数の、反対側には偶数の番号

が振られています。こうしてだいたいの場所はソイの

番号で把握できるというわけです。

　ちなみに、タイの多くの家庭や会社には前国王の肖

像が飾られています。国王の社会における存在感は、

他国に比べても大きいことがうかがえます。

交通渋滞

　バンコクは世界で

も有数の交通渋滞が

発生しやすい都市で

す。おもな原因は、高

い人口密度、道路イ

ンフラの未整備、自

動車やバイクの増加

などが挙げられます。

バンコク当局は、交通

渋滞緩和のために新

たな公共交通機関の

整備や道路の拡張を

計画中です。バンコクの交通渋滞は複雑な問題であり、

解決には時間と計画が必要です。将来的には、持続可

能な交通システムの構築と都市計画の改善が渋滞緩和

の鍵となりそうです。

　さて、筆者がタイでもっとも驚いたのは、バイクの

交通ルールです。ノーヘル、スピード超過、改造車、3

人・4人乗り、車道逆走、歩道走行、歩道逆走……等々

を日常的に目にします。渋滞が緩和されたら、こうした

光景は消えてしまうのでしょうか？

「マイペンライ」精神

　「マイペンライ」は、タイでは本当によく耳にする言

葉で、「何も問題ない」「気にしない」「大丈夫」といっ

た意味で使われます。これは不思議な言葉です。「マイ

ペンライ」のひと言で、大きな問題でなければ、お互い

何もなかったかのように、その場が収束します。例え

ば、約束の時間に遅れて、「すいません」と言った瞬間、

「マイペンライ！」と笑顔で返されると、こちらもホッ

とするのです。

タイ王国
面積：日本の約1.4倍
人口：約7千万人
首都：バンコク
民族：タイ族90％、

その他（華僑、マレー族、山岳少数民族など）10％
言語：タイ語（英語はあまり通じない）
宗教：仏教95％、イスラム教5%

バンコクの交通渋滞（筆者撮影）
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東京オリンピック、エペ団体で
金メダルを獲得した

見延選手、宇山選手と筆者

株式会社インターネットイニシアティブ

本社

関西支社

名古屋支社

九州支社

札幌支店

東北支店

横浜支店

北信越支店

中四国支店

沖縄支店

新潟営業所

豊田営業所

東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム
〒102-0071 TEL：03-5205-4466

大阪府大阪市中央区北浜 4-7-28 
住友ビルディング第ニ号館 5F
〒541-0041 TEL：06-7638-1400

愛知県名古屋市中村区名駅南1-24-30 
名古屋三井ビルディング本館 4F
〒450-0003 TEL：052-589-5011

福岡県福岡市博多区冷泉町2-1 
博多祇園M-SQUARE
〒812-0039 TEL：092-263-8080

北海道札幌市中央区北四条西4-1 
伊藤・加藤ビル 5階
〒060-0004 TEL：011-218-3311

宮城県仙台市青葉区花京院1-1-20 
花京院スクエアビル15F
〒980-0013 TEL：022-216-5650

神奈川県横浜市港北区新横浜2-15-10 
YS新横浜ビル8F
〒222-0033 TEL：045-470-3461

富山県富山市牛島新町5-5 タワー111 10F
〒930-0856   TEL：076-443-2605

広島県広島市中区銀山町3-1 ひろしまハイビル21 5F
〒730-0022 TEL：082-543-6581

沖縄県那覇市久茂地1-7-1 琉球リース総合ビル
〒900-0015 TEL：098-941-0033

新潟県新潟市中央区南笹口1-1-54 日生南笹口ビル7F
〒950-0912 TEL：025-244-8060

愛知県豊田市西町 4-25-13 フジカケ鐵鋼ビル 5F
〒471-0025 TEL：0565-36-4985

この冊子の内容はサービス形態・価格など予告なしに
変更することがあります。（2023年10月作成）

※ 表示価格には、消費税は含まれておりません。

※ 記載されている企業名あるいは製品名は、
一般に各社の登録商標または商標です。

※ 本書は著作権法上の保護を受けています。
本書の一部あるいは全部について、
著作権者からの許諾を得ずに、いかなる方法においても
無断で複製、翻案、公衆送信等することは禁じられています。
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今年の夏は涼しさを求めて北海道
の旭川へ。しかし、連日35℃で東
京と変わらぬ暑さでした。とはいえ、
雄大な山々が視界に入り、美味し
い湧水や地元で採れた野菜をいつ
でも食すことができ、あらためて生
活環境に自然があると気持ちが落
ち着くなあと思いました。広大な大
地と山の樹木が秋の色に変わる頃、
また訪れたいです。

末房志野
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編集後記

リンゴの季節が到来しました。おいしいリンゴを見分けるポイントは①弦が
太い②おしりの形が丸い③全体が赤いの3点です。甘くないリンゴを手に
入れたら、1つ1つビニル袋に入れて、できるだけ空気を抜いて冷蔵庫に入れ
ておきましょう。リンゴ自体が発するエチレンガスが熟成を進めるため、多少
は甘くなります。（A）

プロレスが好きなのですが、先日イギリス出身のレスラーと偶然電車で遭遇し、
写真を撮ってもらったり、少し話したりしてすっかりファンになりました。お
別れしたあと速攻でその選手の Tシャツを購入し、会社に着ていっています、
ZSJ選手、かっこよかった……。（T）

会社の制度でオンライン英会話を始めてから1年が経過しました。まだ流暢に
話せませんが、外国人観光客に急に話しかけられても、ひるまない度胸がつい
てきました。そしてこの10月からは会社の人事制度「セレクトジョブ」で半年
間、別の部署を兼務することに！（M）
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プレスリリース：https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0927.html
ソリューションの詳細紹介：https://www.iij.ad.jp/biz/digitalection/

I IJのエンジニアが、インターネットにまつわる技術的な情報や取り
組みを紹介するYouTubeのチャンネルです。最新の技術動向、普段
携わっている業務での気づき、インターネットにまつわる小難しい事
柄のミニ解説などを、現役エンジニアが独自の視点で語ります。

I IJ Techチャンネル

I IJは、DXを推進するプロジェクトの各工程に適した特性を持つ人材
を見定め、組織における適正配置と人材の育成を支援する「I IJ DX人
材アセスメントソリューション」の提供を開始しました。
DXプロジェクトを進める人材には、デジタル技術のみならず、変革の
能力や意識が求められます。本ソリューションでは、デジタル技術の
基礎知識を測る「ITテスト」と、組織の変革に関わるマインドや特性
をみる「DXテスト」の結果をAIエンジンで分析し、アセスメントレ
ポートとしてお客さまに提出します。
アセスメントレポートは、DXプロジェクトの各工程に人材を効果的に
配置する際の参考情報として活用できます。さらに I IJでは、お客さま
の要望に応じて、DXを推進する主力人材の育成プログラムや、デジタ
ル技術の基礎知識を習得する研修の提案なども行なっています。

「I IJ DX人材アセスメント
ソリューション」提供開始
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